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表紙写真の説明：上段左：可給態窒素簡易・迅速評価法を実施している様子 

上段右：土壌管理アプリの画面 

下 段：土壌管理アプリに基づいたキャベツの栽培試験の様子 
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１．はじめに 

 化学肥料の施肥量を削減するためには、可給態窒素（地力窒素）が高い圃場の施肥量を

削減することや、有機質資材で代替することがあげられます。しかしこれまでは、可給態

窒素の分析に非常に多くの時間を要すること、また、有機質資材の肥効が種類や施用時期

によって異なるため、施肥設計に容易に反映できないことが課題でした。 

 本プロジェクトでは、可給態窒素（地力窒素）の評価を容易にする「可給態窒素の簡

易・迅速評価法」について長崎県版の推定式を作成しました。これにより、短時間で従来

よりも精度よく、長崎県の土壌における可給態窒素を評価することが可能になりました。 

さらに、本プロジェクトで作成・公開された２つの土壌管理アプリ「畑土壌の可給態窒

素見える化アプリ」・「有機質資材の肥効見える化アプリ」により、可給態窒素や有機質資

材が土壌中で分解する過程をモデル化し、従来の課題を解決できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 土壌管理アプリの原理のイメージ図 

（農研機構：九州沖縄農業研究センター提供：一部改変） 

 

【基礎データ】 

または 
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２．可給態窒素（地力窒素）による化学肥料減肥 

2-1 可給態窒素（地力窒素）とは 

 土壌からゆっくりと作物に供給される窒素であり、地力窒素ともいわれ土の肥沃度を示

す指標のひとつです。地力増進法での目標値は以下の通りです。 

【普通畑】5mg/100g 乾土以上 

目標値より低い場合 ⇒ 地力が低く、堆肥の投入や緑肥の栽培など土づくりが必要です。  

目標値より高い場合 ⇒ 地力が高く、窒素施肥量の削減が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 土壌中の窒素形態のイメージ図 

作物が直接利用できない窒素。 

多くは難分解性。 
作物が直接利用できる窒素。 

即効性がある。 

アンモニア態窒素、 

硝酸態窒素など 

 

 

有機態窒素 
無機態窒素 

（速効性） 

 

有機態窒素の中で、土壌の微生

物により徐々に分解されて無

機態になる窒素。 

可給態窒素：地力窒素 

（緩効性） 

無機化 

作物に供給 



- 3 - 

 

2-2 可給態窒素の簡易・迅速評価法（長崎県版） 

 可給態窒素の簡易・迅速評価方法（COD 値からの推定法）は以下の手順で実施します。 

１）土壌のサンプリング時期や頻度 

サンプリング時期は、栽培前の堆肥や肥料などを散布する前に、可能であれば毎作分析

することをお勧めします。不可能な場合は、同じ品目、同じ栽培管理の場合は、２～３年

に１回の分析頻度でよいとされています。ただし、栽培品目が変わった場合、肥料を変更

した場合など、栽培管理を変更した場合は必ず分析をしてください。 

土壌 pH を 5.5 未満で栽培管理する品目（バレイショ、お茶等）は、この簡易・迅速評

価法は適しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土壌のサンプリング方法】 

・左図のように表層 1cm を除き、主要根群域（根が最も分布する深さ）を採土します。 

不明な場合は、深さ 10～20cm を採土します。 

・一筆を評価する場合は、右図のように５ヶ所ほど取って混ぜて採土します。 

・局所的に生育の悪い場所を調査する場合は、圃場の一部での採土でも構いません。 

 
    図 2-2-1 サンプリングの深さ           図 2-2-2 サンプリングの位置 

 

 

 

１ ２

３

４ ５

サンプルは、中央と対角線の
5ヶ所から均一に採ります。

採土する部分 

表層位の土は 1cm

ほど除きます 

主要根群域を採土します。 

不明な場合は 10～20cm を 

採土します。 
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２）測定に必要な主な道具 

 

①80℃保温機能付電気ポット 

（80℃設定可能な恒温機でも可） 

②はかり（最小表示 0.1g か 0.2g） 

③時計（ストップウォッチ） 

④遠沈管（ねじ蓋つき抽出容器） 

⑤メスシリンダー（計量カップでも可） 

⑥水（ミネラルウォーターや蒸留水等） 

（COD が０であることを事前に確認する） 

⑦COD パックテスト（ネットで購入可能） 

（参考価格：50 回分で 5000～6000 円程度） 

 

 

【⑧～⑩は必要に応じて準備】 

⑧ ろ紙 1 枚 

（抽出液の濁りがすぐ取れる場合は不要） 

⑨ チャック付きポリ袋 

（恒温機で保温する場合は不要） 

⑩ 塩化カリウムまたは食卓塩 

（濁りがすぐ取れる場合は不要） 

 

 

 

 

 

 

 

①さらに詳しく手順等を確認したい場合は、以下の手引きを確認ください。 

 記載の QR コードもしくは URL より閲覧可能です。 

「野菜作における可給態窒素レベルに応じた窒素施肥指針作成の手引き」 

（農研機構：2020 年 3 月） 

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/carc_chissosehishishin20200331.pdf  

②パックテストの詳しい使用法は、箱の中の説明書を十分にご確認ください。 

写真 2-2-1 分析に必要な道具 

写真 2-2-2 場合によって必要な道具 

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/carc_chissosehishishin20200331.pdf
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３）操作手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠沈管の目盛りを利用する場合、事前にメスシリンダー等で正確か確かめておきましょう。 
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４）可給態窒素の計算方法 

操作手順により測定した値（COD 値）を、土壌の種類に応じて以下のどちらかの推定式

にあてはめ、可給態窒素を計算して下さい。地目が水田でも、麦や大豆、水田裏で野菜な

どを栽培する場合（水を溜めない場合）は、この推定式で計算できます。精度向上のた

め、長崎県版の推定式を作成しており、全国版のマニュアルと推定式が一部異なります。 

●黒ボク土以外（長崎県版推定式を適用） 

可給態窒素（mg/100g）＝0.0479×測定値（COD 値）×5
※1

×1.8333
※2

＋1.9565 

●黒ボク土（全国版推定式を適用） 

可給態窒素（mg/100g）＝0.043×測定値（COD 値）×5
※1

×1.8333
※2

＋0.15 

※１ 分析手順のとおり土壌・水を量り取った場合です（5 倍希釈）。10 倍希釈の時は 10 に変更してください。 

※２ 測定値「mgO/L」を「mgO/100g」に換算する係数です。 

 

５）参考：水田土壌（水を溜める場合）の可給態窒素の計算方法 

水田で水を溜める場合（水稲栽培時）は、３）分析手順で測定した COD 値から、以下

の推定式で可給態窒素を推定することが可能です。ただし、現段階では、次項のような水

田（水を溜める場合）用の減肥計算のアプリは公開されていませんのでご注意ください。 

●水田土壌（水を溜める場合）（長崎県版推定式） 

可給態窒素（mg/100g）＝0.0778×測定値（COD 値）×5×1.8333＋4.1663 
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2-3「畑土壌由来の可給態窒素見える化アプリ」の使い方 

 アプリは農研機構日本土壌インベントリー上で公開されています。 

検索すると以下画面が出てきます。「畑土壌由来の可給態見える化ア 

プリ」は上から４番目にあります。スマホ等からは、左の QR コード 

からアクセス可能です。 

 

図 2-3-1 農研機構：日本土壌インベントリーより引用画面 

（https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/main/menu/static/） 

畑土壌由来の可給態窒素 

見える化アプリQR コード 
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１）条件の設定 

➊ 圃場の位置を地図から選択 ⇒ 土壌と気象データが設定されます。 

➋ 窒素施肥量を栽培暦等から入力 ⇒ 減肥をする前の施肥量を入力します。 

➌ 可給態窒素の分析値を入力 ⇒  前頁（2-2）で分析した値を入力します。 

➍ 播種日と収穫日を入力します（定植する品目の場合は定植日）。 

➎ 「土壌由来の窒素量の計算」を押します。 

※１ 主要根群域の深さが分かる場合は変更可能です。 

分からない場合、深耕している場合は 30cm、ロータリー耕の場合は 15cmを入力。 

※２ ここは３のままで変更しない。 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-2 畑土壌由来の可給態窒素見える化アプリの入力画面 

➊ 地図（土壌図） 

➋ 

➌ 

➍ 

➎ 

※1 

※2 
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２）計算の例  年内とりキャベツの場合 

条件：➊平戸市田平町 ➋キャベツの窒素施肥量 19kg/10a（県基準） 

➌圃場の可給態窒素 5mg/100g ➍9/1 定植 12/1 収穫 

   結果：赤の枠内に表示されます。 

       アプリの結果は、推奨施肥量（化学肥料窒素量）は 14.2kg/10a とでます。 

⇒栽培期間中に可給態窒素から 4.8kg/10a 窒素量が放出される計算です。 

     （化学肥料窒素量が 4.8kg 減肥される） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-3 計算結果の画面            図 2-3-4 計算結果のイメージ 
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2-4 結果の活用例 

このアプリでは、一圃場ごとに分析結果が出せるため、一圃場ごとに分析結果を計算す

ることをお勧めします。しかし、生産部会で一圃場ごとに減肥量を計算することが大変な

場合は、同じ地域の同じ作型（定植時期、収穫時期が同じ）で同じ土壌に限り、可給態窒

素の分析値に応じて、事前に可給態窒素見える化アプリで計算し（下図の赤枠内）、それに

対応した施肥量（下図の緑枠内）を作成することもひとつの方法です。 

 各地域で実証試験を行ったうえで、活用することをお勧めします。 

 

 

例）場所：平戸市田平町内 品目：冬キャベツ（9/1 定植 12/1 収穫） 

窒素施肥量 19kg/10a（県基準）⇒ 慣行施肥量：BB48：6 袋 

 

可給態窒素分析値 アプリの計算結果（減肥量） BB48 施肥量（窒素量） 

3mg/100g 風乾土 19kg（0kg：暦通りの施肥） ６袋（19.2kg） 

4mg/100g 風乾土 16.6kg（-2.4kg） 5.2 袋（16.6kg） 

5mg/100g 風乾土 14.2kg（-2.8kg） 4.5 袋（14.4kg） 

6mg/100g 風乾土 11.8kg（-7.2kg） 3.7 袋（11.8kg） 

※ BB 肥料等は窒素に合わせて減肥するとリン酸と加里も減肥されるので、 

リン酸と加里の土壌分析を行い、低い場合はリン酸やカリの成分が 

高い肥料に切り替えるなどの対応が必要です。 
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３．有機質資材による化学肥料減肥 

3-1 有機質資材とは 

有機質資材とは、化学肥料と比較して肥効が緩効性で、肥料的効果だけでなく土壌物理

性の改善なども期待できる資材です。身近なものとしては家畜ふん堆肥や緑肥、市販資材

としては、油かす、魚かす、骨粉、米ぬかなどがあげられます。しかし、その成分は様々

で、分解速度も季節によって異なります。 

そこで、このアプリでは有機質資材の窒素肥効と相関が高い ADSON 値（酸性デタージ

ェント可溶性有機物）と気象データを組み合わせることで、従来よりも肥効の予測精度を

高め、施肥設計に反映できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1-1 有機質資材の ADSON 値（窒素無機化量の指標） 

（農研機構：九州沖縄農業研究センター提供） 
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3-2「有機質資材の肥効見える化アプリ」の使い方 

 アプリは農研機構日本土壌インベントリー上で公開されています。 

検索すると以下画面が出てきます。「有機質資材の肥効見える化ア 

プリ」一番上にあります。スマホ等からは、左の QR コード 

からアクセス可能です。 

 

図 3-2-1 農研機構：日本土壌インベントリーより引用画面 

（https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/main/menu/static/） 

有機質資材の肥効見える化 

アプリ QR コード 
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１）条件の設定 

➊ 畑版を選択（地目が水田でも畑利用する場合は畑を選択）。 

➋ 圃場の位置を地図（土壌図）から選択 ⇒ 土壌と気象データが設定されます。 

➌ 有機質資材を選択 ⇒ 有機質資材の肥料成分のデフォルト値が設定されます。 

➍ 有機質資材の施用量（水分込みの重量）を入力します。 

➎ 有機質資材の施用日、収穫予定日を入力します。 

➏ 「養分供給量の計算」を押します。 

 

図 3-2-2 有機質資材の肥効見える化アプリの入力画面 

➊ 

➋ 地図（土壌図） 

➌ 

➍ 

➎ 

➏ 
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２）計算の例  鶏ふん堆肥 1000kg/10a を施用した場合 

条件：●平戸市 ●鶏ふん堆肥 1000kg/10a ●可給態窒素 3mg/100g 

●施用日 9/1 ●収穫日 12/1（冬キャベツを想定） 

  結果：赤の枠内に表示されます。 

➊有機質資材からの窒素供給量：6.6kg/10a 

➋有機質資材からのリン酸供給量：30.5kg/10a 

➌有機質資材からのカリ供給量：27.0kg/10a 

 

 

図 3-２-3 有機質資材の肥効見える化アプリの計算結果画面 

➊ 

➋ 
➌ 
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3-3 結果を施肥設計に反映させるには 

 3-2 の結果を例に、冬キャベツの施肥設計を考えると、表 3-3-1 のとおり、リン酸と

カリが過剰になります。 

鶏ふんの施用量を 750kg に削減し再計算すると、表 3-3-2 のとおり、リン酸、カリは

鶏ふんのみで十分で、不足する窒素量のみを補えばよくなります。窒素量を硫安で補う場

合の必要な量は 67.2kg/10a になります（計算式は以下のとおりです）。 

 

必要な硫安の計算式：14.1kg（不足する窒素量）÷21%（硫安の窒素含量）＝67.2kg 

 

表 3-3-1 アプリの計算結果と県基準との比較（単位 kg/10a） 

 窒素 リン酸 カリ 

県基準施肥量 19kg 22kg 19kg 

鶏ふん 1000kg からの供給量 6.6kg 30.5kg 27kg 

過不足 -12.4kg 8.5kg 8kg 

 

表 3-3-2 アプリの再計算結果と県基準との比較（単位 kg/10a） 

 窒素 リン酸 カリ 

県基準施肥量 19kg 22kg 19kg 

鶏ふん 750kg からの供給量 4.9kg 22.9kg 20.2kg 

過不足 -14.1kg 0.9ｋg 1.2kg 

 

過剰！ 

硫安等で補う！ 
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3-4 可給態窒素からの供給量も同時に計算する場合 

3-2 で➊～➎を入力した後、画面右下の「土壌由来可給態窒素を見える化したい方はこ

ちら」を押します。 

 

図 3-4-1 有機質資材の肥効見える化アプリの入力画面 

 

 

 

 

➊ 

➋ 地図（土壌図） 

➌ 

➍ 

➎ 

➍ 
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「土壌由来可給態窒素を見える化したい方はこちら」を押すと、可給態窒素からの供給

量の推定に必要な条件を入力する画面が出てきます。 

➊ 可給態窒素の分析値を入力 ⇒  前頁（2-2）で分析した値を入力します。 

➋ 根域の深さが分かる場合は変更可能。分からない場合、深耕している場合は 30cmに変

更、ロータリー耕の場合は 15cmのままにします。 

➌ 播種日または定植日を入力します。 

➍「養分供給量の計算」を押します。 

 

図 3-4-2 土壌由来可給態窒素を見える化も同時に行う場合の追加入力画面 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 
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計算結果画面には、有機質資材（鶏ふん堆肥 1000kg/10a）からの窒素供給量（A）

6.6kg/10a と、土壌可給態窒素からの窒素供給量（B）4.0kg/10a が表示されます。 

有機質資材と可給態窒素からの窒素供給量は合計 10.6kg/10a となります。 

 

図 3-4-3 土壌由来可給態窒素を見える化も一緒に行う場合の計算結果画面 
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3-5 使用する有機質資材の特性（成分等）を把握している場合 

有機質資材の肥効見える化アプリでは、使用する有機質資材の特性（成分等）はデフォ

ルト値（農研機構が設定した最も一般的なデータ）を使用しています。 

使用する有機質資材の特性（成分等）を把握されている場合は、その値を入力すること

で、より精度が上がります。 

3-2 で➊～➎を入力した後、画面右下の「有機質資材の特性値を自分で入力したい方は

こちら」を押します。 

 

図 3-５-1 有機質資材の肥効見える化アプリの入力画面 

➊ 

➋ 地図（土壌図） 

➌ 

➍ 

➎ 
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➏ ➌で選択した有機質資材の特性（成分等）のデフォルト値が入力されていますので、

使用する有機質資材の特性（成分等）に値を変更し、画面を上部にスクロールして、

「養分供給量の計算」を押してください。 

 

図 3-5-2 有機質資材の特性値を自分で入力する場合の追加の入力画面 

 

  

 

➏ 
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４．土壌管理アプリの検証結果 

土壌管理アプリに基づいて減肥した区と慣行区（対象区）を設け、長崎県を含めた全国

17 道県で栽培試験を実施し、土壌管理アプリに基づいて化学肥料を削減しても慣行並みの

収量が確保できることを確認しました。 

１）長崎県の事例 

 2023～2025 年の年内どりキャベツにおいて、豚ぷん・鶏ふんを利用し化学肥料を約

30～50%削減した試験を実施しました。可販収量は県基準施肥（対照区）と有意差は無く

同等の収量が確保できました。また、窒素、リン酸、カリの吸収量も県基準施肥（対照

区）と有意差は無く同等でした。 

表 4-1 キャベツの収量 

 

   

有機質

資材

豚ぷん 9,280 a 6,453 a

鶏ふん 9,788 a 7,324 a

県基準 9,821 a 6,996 a

豚ぷん 7,863 a 4,837 a

鶏ふん 7,695 a 4,692 a

県基準 8,241 a 5,017 a

豚ぷん 8,705 a 6,345 a

鶏ふん 8,840 a 6,543 a

県基準 9,251 a 6,813 a

ｚ調査年の縦の異なる文字間にはTukeyの

  多重検定により5%レベルで有意差あり

（kg/10a）（kg/10a）

総収量 可販収量

2023

2024

2025

調査年

  

 

写真 4-1 収穫調査時のキャベツ 

（左上：豚ぷん、右上：鶏ふん 左下：県基準） 
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２）全国の事例 

 全国で実施した検証においても、減肥しても収量はおおむね慣行並みに確保できまし

た。具体的には、慣行（対照）区を比べて、化学肥料の削減率（窒素、リン酸、カリの合

計）は、2023 年が平均 42%、2024 年が平均 52％でしたが、平均収量は慣行（対照）

区と比較して 2023 年が 109%、2024 年が 102%でした。 

 

 

図 4-1 全国で実施した減肥試験の結果 

（農研機構：九州沖縄農業研究センター提供） 
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・本マニュアルは「野菜作における可給態窒素レベルに応じた窒素施肥指針作成のための手引き」（農研機構：2020 年 3 月） 

を参考に、長崎県の分析データをもとに作成しています。 

・可給態窒素の簡易・迅速評価法は COD 値からの推定値であるため、誤差を生じることをご理解の上で活用ください。 

・本手順書の情報掲載には十分な注意を払っていますが、手順書を利用することによって生じるいかなる損害等について、理由の 

如何に関わらず、長崎県は一切の責任を負いません。 


